
「博物館」を意味する英語Museumの語源であり、喜びを表すmuse（ギリシャ語）と通信や手紙を意味するLetter（英語）からMuseLetterと名付けました。

『お花畑』

撮影：安田 和雄
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February 2019

エゾエンゴサクとカタクリとエゾリス
　透き通るような水色の花がエゾエンゴサク、赤紫の花がカタクリです。
雪解けすぐの林の中は、こうした小さく可憐な山野草の花々がじゅうたん
のように広がります。こうした様子から、まだ木々の葉が開かない明るい林
の中で咲く植物を「春の妖精（スプリング・エフェメラル）」と呼んでいます。
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の中で咲く植物を「春の妖精（スプリング・エフェメラル）」と呼んでいます。
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南あいの里の住宅地ができ始めた2006
年。水路には草が茂っていた。手前は草
刈りされている。

2018年秋、北区南あいの里付近で調査をして

いると、散歩中のおじいさんから「何か珍しいもの

でもあるのかい？」と、声を掛けられました。田ん

ぼや湿地に生える植物を探していると答えると、

おじいさんは「湿地なんて今はないよ。ご苦労な

ことだね。」と言った後、昔の話を始めました。

おじいさんは開拓民の孫で、ずっとここに住ん

できたそうです。戦時中に小学生だったといいま

すから、おそらく80年余りにわたって、この地域の

変化をつぶさに見てきた「生き証人」のような方で

した。おじいさんによると、昔はあたり一帯がほと

んど田んぼで、札幌駅のほうまで見渡せるくらい

建物が無かったそうです。おじいさんの家も農家

で田んぼを持っていましたが、その後、昭和の後

半に国の政策もあって田んぼを畑に変えたそう

です。その後また田んぼに戻したこともありました

が、数十年前に農業をやめ、田畑をそのままにし

ておいたところ、草ぼうぼうの荒れ地になったとい

うことでした。おじいさんは「畑の境界線に植えた

ヤチダモの木がこれだ」と言って、目の前の荒れ

地の中で真っ直ぐ10mほどに伸びた木を指さしま

した。荒れ地の中で不自然に整列しているので

植えたものであることはすぐに分かりました。ヤチ

ダモはもともと湿地に自生する木で、湿っぽい土

地に植えても育つことを農家の皆さんは知ってい

たのでしょう。

このお話を聞いて分かったことは、人間が耕さ

なくなって放置された土地は数十年たつと、一見

して田畑だったことが全く分からないくらい変化

するということでした。さらに、北

区育ちの友人にこの話をすると、

「その場所は、大野地（おおや

ち）の辺りだよね？」と聞き返され

ました。後日、大正～昭和の地図

を見ると、現在のJRあいの里教育大駅（旧釜矢臼

駅）の南側に「大野地」という文字があるではない

ですか。調べた限りでは、昭和12年に大野地を

含む周辺地域がまとめて拓北という名前に変更

されていました。しかし、長年この地に住んでいる

人々は今も大野地と呼んでいるのです。思いがけ

ず話が連鎖し、厚別区の大谷地の他にもう一つ

のオオヤチがあったことを知ることができました。

どちらのオオヤチも昔は湿地でしたが、現在

の２つのオオヤチの風景を比べると大きく違いま

す。厚別区大谷地は市街地になり、北区の旧大

野地とその周辺にはまだヨシやササが生い茂る

風景があります。いつどんなふうに人間が田んぼ

や畑を作ったり、家を建てたりしてきたのかを調

べると、今見えている植物の作り出す景色（植生）

がどのようにできてきたのかを予想できます。その

方法として、過去の写真や地域の郷土史のような

書物から読み取る他に、地域の人々から昔の話

を聞かせてもらうこともあります。そうした研究例を

見ると、石狩平野の防風林にはヤチダモが植え

られた例が多いことや、不自然に見えた地面の段

差やくぼみは人が作った盛り土や水路だったこ

と、田んぼがいつ頃放置されたのかなど、過去か

ら現在までの移り変わりがより正確に浮かび上

がってきます。

そうした面では、一人ひとりの脳内に収蔵され

ている記憶は貴重なデータと言えます。人の「記

憶」を「記録」として誰もが知ることができるように

残していくことで、後々の調査研究に活用できる

データとなるのです。

文・写真／学芸員　山崎　真実

二つのオオヤチ二つのオオヤチ二つのオオヤチ
～記憶は記録になる～

北区の旧大野地の一角にある水路周辺
の変化

その後、水路に隣接する原野に建物が
でき2014年には水路の片側に盛り土が
かぶっていた。

写真：

（左）

（右）

写真：ヤチダモの列  2018年
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〒062-0935 札幌市豊平区平岸5条15丁目1-6 　Tel : 011-374-5002　Fax : 011-374-5014
Email : museum@city.sapporo.jp　ホームページ : http://www.city.sapporo.jp/museum/

交通アクセス

発 行

■地下鉄南北線「澄川駅」北出口から徒歩約10分
■地下鉄南北線「南平岸駅」東出口から徒歩約14分

さっぽろ市
02-Ｄ05-18-1242
30-2-834

札幌市博物館活動センター

SMAC活動リポート

ふだん公開していない
収蔵物を紹介します。
さぁ、標本の世界を冒険だ！

File No.6
もっと「札幌の自然」を
知って、楽しんでほしい!!

ミューズ・レターは、植物油インキおよび、環境省が定める「グリーン購入法」の適合紙を使用しています。

当センターで行われる、市民の
自主的活動や、学校との連携な
ど、様々な活動を紹介します。

札幌市博物館活動センター infomation
入館料：無料
開館日：火曜～土曜　開館時間：10時～17時
休館日：日曜・月曜、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

博物館活動センターには、多くのレプリカが実物標本同様に
重要な資料として保管されています。化石には一つとして同じも
のがありません。それらを大切に保管しつつ、研究や展示に用い
るためにはレプリカが欠かせないのです。

昨年9月6日に発生した「胆振東部地震」では
札幌にも被害がおよび、当センターで最も大き
な被害を受けたのは「ヨルダニカイギュウ」でし
た（写真）。しかし、レプリカの利点は軽く、しか
も修復が簡単なことにあります。ヨルダニカイ
ギュウも数日後には無事、修復を終了し、山形県
立博物館での貸し出し展示も終え、再びセン
ターで大切に保管されています。

ホームページアクセス
二次元コード

文・写真／学芸員　古沢　仁

2018年に開催した植物の観察をする野外体験会

博物館活動センターでは、市民の皆さんととも
に札幌の自然の魅力や独自性を解明していくた
め、札幌にまつわる調査や研究、資料の収集・保
存、そして、普及・交流事業を行っています。
普及・交流事業の１つに、年数回行う「野外体

験会」があります。この体験会は、当センターの
「古生物」「植物」担当の学芸員や専門家と一緒
に、地誌や植物など「札幌の自然」を実際に見て・
感じてもらうために実施しているものです。今年
度もたくさんの皆さんに参加いただきました。
「体験会で伝えたこと、見つけたこと」をもっ
と広く知ってほしいと思い、2019年3月に博物
館活動センターで開催する企画展「博物館活
動日誌ʼ18」にて、体験会当日の様子や発見し

たものを展示することにしました。最新の研究
成果も紹介しますので、この機会にぜひ足を
お運びください。

写真：ヨルダニカイギュウ（SMAC 463）　
　　　下顎の破損状況 2018年9月6日（左）と修復後（右）

か　がく
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